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何回跳べたかな!? なわとび集会  

１月２７日(火)の長休みから３時間目に、なわとび集会を開きました。  
はじめは、各学年ごとに時間を設け、体育館中央で一人一人の得意技を披露し

ました。 
次に、各学年の代表者がステージや体育館中央で、得意な技を披露しました。

学年が進むにつれて、二重跳びや交差二重跳び、ハヤブサなど、高難度の技を見
せていました。 

その後、各色の１～４班が順番に３～６年生はチームロープジャンプ、１・２年生は大波小波を行い、時
間内に跳んだ回数の色別の合計を競いました。これまでの練習の成果を発揮し、どの班もたくさん跳ぶこと
ができました。自分の色を応援したり、跳んだ回数を数えたりする元気な声が、体育館中に響いていました。 

 
 

　　功績の紹介　 
             　　　　　　　　よくがんばりました！ 

　12/27　第19回美郷ウィンターカップ少年フットサル大会　 

　　　U-10の部　　優秀選手賞 　４年　嵯峨　〇〇　（本荘南サッカースポ少）

 尾崎小・小友小のお友達と３校交流会　  
 
１／２１、２２、２８、２９と、小友小体育館を会場に、それぞれ４年生、１年生、２年生、３年生が、

尾崎小と小友小のお友達と３校交流会を行いました。本荘東小学校の同学年になるお友達と顔

合わせをし、親睦を深め仲良くなることがねらいです。 

当日は、「岩城少年自然の家」の先生方の進行で、様々な種類の「仲良しゲーム」に取り組み

ました。最初は緊張気味でだった子どもたちも、仲良しゲームに取り組みながら徐々に打ち解

け、尾崎小や小友小の子どもたちとお話をしたり、いっしょに仲良く活動する姿が見られるように

なりました。友達の輪が、また少し広がったようです。 

４月にまた会えるのが、楽しみですね。                                        

 

冬の避難訓練  ～防寒がカギ～  

１月３0日(金)の２時間目に、地震を想定した冬の避難訓練を行いました。 

今年も新年早々、東北北部を震源とした地震をはじめ、全国各地で地震が多発してい

ます。地震はいつ、どこで起こるか分かりません。 

この時期に「冬の避難訓練」を実施する理由として、冬の災害には「揺れ」の他に「寒さ」という大きな敵もいることを実

感させるというねらいがあります。大きな地震が発生すると、停電や断水になります。電気が止まると、電気を使う暖房器

具は使用できません。そのような状況の中で、長時間の待機や避難場所での生活をしなければなりません。「寒さ」から

身を守るためには、手袋やコート等の適切な防寒具を身に付けていることが、自分の「命」を守るカギになります。 

子どもたちは、ねらいを理解し、「おはしも」を守りながら防寒具を持って整然と避難行動をすることができました。さら

に、体育館に整列後、防寒具を身に付け寒さ対策をしながら、お話をしっかり聞くことができました。 

消防署の方からは、今回も真剣な避難態度を褒めていただきました。また、いつ起こるか分からない地震に備えて、

学校以外の場所や時間をイメージして、家族で避難方法を確認しておくことの大切さを教えていただきました。 

色別　跳んだ回数

種

目

３～６年

ﾁｰﾑｼﾞｬﾝﾌﾟ

１・２年

大波小波
合　計

赤 ２６３ １３５ ３９８

白 ２１５ １５２ ３６７

黄 ２５３ １０７ ３６０

緑 １５１ １３５ ２８６



１２月実施の保護者アンケートから、「子吉小学校へのメッセージ」についての自由記述です。 

「保護者アンケート(１２月）」　 子吉小学校へのメッセージ
 

・親子で通った子吉小学校が閉校になる事は、とても寂しく思います。子吉ならではの地域性を活かした活動が

よく行われ、子どもたちの人数も程よく、とても通いやすい学校でした。思い出がたくさん残った学校を我が子

が６年生として最後の卒業生となることに、また縁を感じました。ありがとうございました。  
・親子四代お世話になった子吉小学校が無くなってしまうのは本当に寂しいですが、子どもたちにとって大切な

思い出として心に残り続けてほしいと思います。  
・私の親から家族全員が子吉小学校にお世話になりました。思い出がたくさん詰まった小学校です。閉校は、と

ても寂しいです。私の友達や遠方にいる兄弟も子吉小学校に行きたいなと言ってました。閉校したら入れなく

なるのでしょうか。また開放日など設けて頂けると、思い出に浸りたい人も嬉しいと思います。今のクラスがとて

もよい雰囲気と環境なので、できればこのクラスのまま小学生生活を送って欲しい気持ちがあります。東小学

校では、学年の人数が一気に増えるので、圧倒されて馴染めるか、勉強や行動についていけるか等心配です

が、見守っていきたいと思います。ありがとうございました。  
・自分も卒業した子吉小学校が閉校するのは、とてもさみしいです。統合にはなりますが、優しい思いやる気持

ちを忘れずに、子吉の友達を大切にしていってほしいなと思います。  
・閉校するのが残念です。卒業まで子吉小学校でいたかったです。  
・春にグラウンドに咲く桜が好きでした。東小学校でも見られるといいなと思います。  
・あの特徴的な坂道を登らなくなるのは、寂しくなります。古いながらも親しみがあり、子どもたちにとっても四季

を感じられるよい環境だったと思います。東小になっても、子吉っ子のよさを大事にしていって欲しいです。  
・ １年間でしたが子吉小学校に通って、新しいお友達とも出会い、楽しく過ごした思い出ができて良かったです。

ありがとうございました。

 

・ よい先生方に恵まれ、親子ともにとても素敵な２年間を過ごすことができました。新しい学校でも、子どもたち

一人ひとりが大切にされ、安心して成長できる環境が続くことを願っています。また、複数の学校が一つになる

ことで、先生方も保護者も子どもたちも不安や戸惑いがあると思います。どこか一つの学校を基準にするので

はなく、各校のよいところを丁寧に生かしながら、新しい学校としてより良い方向性を作り上げていただければ

嬉しく思います。  
・ このまま子吉小学校でいれたらなと思う くらい、先生方には、きめ細かな対応をしてもらっていると思います。

その分新しい小学校に行くのは不安が大きいので、この後もその都度心配事は相談させてもらえたらなと思い

ます。  
・娘２人がとてもお世話になりました。少人数だからこそしっかりと向き合っていただきとても感謝しています。学

年などの壁もなく、どの先生も声をかけてくれると子どもたちからも聞いており、そのような環境にいられたこと

がとても嬉しかったです。正直なところ、統合することにはリスクしか感じていないため、このままでよかったの

に…という思いでいっぱいです。  
・大変な環境の中で子どもたちを日頃から指導して頂いた先生方に心から感謝しております。ありがとうござい

ました。  
・ クマ対策の際の兄弟の下校待ちの対策等、ありがとうございました。とてもありがたかったです。

 
 
 
 

（１）学校へのお別れと感謝　

（２）先生方への感謝

日 曜 行　事 日 曜 行　事

２ 月 English Day 　安全日 16 月 English Day 　職員会議　５校時限

３ 火 English Day    研修会議    新入学児童入学説明会(尾崎小) 17 火 児童委員会（最終）

４ 水 全校計算テスト 18 水 全校漢字テスト　５校時限　なかよしタイム

６ 金 ＣＳ学校運営協議会　スポ少連絡協議会 19 木 ５校時限

９ 月 English Day 20 金 ５校時限　読み聞かせ（４～６年）　

10 火 English Day 23 月 天皇誕生日

11 水 建国記念の日　 24 火 English Day　　職員会議

12 木 読み聞かせ（１～３年） 26 木 子ども会　

13 金 PTA奉仕作業・授業参観・運営委員会　５校時限 27  金 ６年生ありがとう集会　


